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「
曠
劫
多
生

の
あ
い
だ
に

も
出
離
の

強
縁
し
ら
ざ

り
き
、本
師

源
空
い
ま
さ
ず
は
こ
の
た
び

む
な
し
く
す
ぎ
な
ま
し
」と
い

う
御
開
山
親
鸞
様
の
仰
せ
◆

畏
れ
な
が
ら「
遙
か
昔
か
ら
常

に
迷
い
沈
み
、常
に
悪
を
造
っ

て
、今
日
ま
で
流
れ
に
流
さ
れ

て
き
た
身
で
あ
っ
た
。一
度
た
り

と
も
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る

事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
の
私
を

お
さ
め
・
た
す
け
・
す
く
う
て

下
さ
る
強
い
因
縁
、阿
弥
陀

様
の
御
本
意
を
知
ら
な
か
っ

た
の
だ
。こ
れ
を
御
指
南
下

さ
っ
た
源
空
聖
人
が
お
い
で
に

な
ら
な
け
れ
ば
、こ
の
度
も
空

し
く
過
ご
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」と
窺
い
味

わ
っ
て
い
ま
す
。本
来
地
獄
一つ

の
身
に
、何
と
広
大
な
御
恩

の
世
界
で
し
ょ
う
◆
本
年
は

立
教
開
宗
、御
開
山
様
が
御

恩
に
報
い
て
御
本
典
を
示
さ

れ
て
、八
百
年
。趣
き
を
受
け

先
哲
・
先
人
方
が
喜
ば
れ
た

「
そ
の
ま
ま
」の
お
話
。聞
き
違

え
な
い
か
大
事
に
し
つ
つ
、こ

れ
か
ら
も
お
聴
聞
を
楽
し
ま

せ
て
頂
き
ま
す
。

阪
神
東
組 

専
正
寺 

中
原
昭
俊

兵庫教区教務所
ホームページ

兵庫教区教務所
facebook

５
月
16
日
（
木
）
か
ら
19

日（
日
）ま
で
の
４
日
間
、
本

願
寺
神
戸
別
院
で
「
兵
庫
教

区
・
本
願
寺
神
戸
別
院
親

鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
」を
修
行
し
た
。

こ
の
ご
法
要
は
、「
ご
縁

を
紡
ぐ
感
謝
の
日
、
お
念
仏

と
と
も
に
歩
む
」
を
テ
ー
マ

に
「
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
が

な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
な

か
っ
た
」
と
の
思
い
か
ら
、

次
世
代
に
ご
縁
を
紡
い
で

行
く
想
い
を
込
め
て
執
り

行
わ
れ
た
。

多
く
の
方
が
参
拝
で
き
る

よ
う
に
、
３
階
本
堂
と
１
階

ホ
ー
ル
に
参
拝
席
を
設
け
、

法
要
と
記
念
法
話
は
本
堂
、

縁
儀
と
記
念
講
演
は
ホ
ー
ル

で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

の
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
中
継

す
る
方
法
で
実
施
し
た
。４

日
間
の
総
参
拝
者
数
は
、
の

べ
２
５
０
０
人
で
あ
っ
た
。

法
要
は
、
あ
ら
た
に
制
定

さ
れ
た
「
新
制
御
本
典
作

法
」を
お
勤
め
し
た
。

１
階
ホ
ー
ル
で
の
宿
縁
・

重
誓
偈
の
お
勤
め
で
始
ま

り
、楽
人
・
教
区
参
与
会（
蓮

華
会
）
会
員
・
僧
侶
の
縁
儀

列
が
、
雅
楽
の
音
色
と
と
も

に
、
ホ
ー
ル
中
央
を
進
ん
だ
。

そ
の
後
、
会
場
を
３
階
本
堂

に
う
つ
し
、
法
要
が
勤
め
ら

れ
た
。

本
法
要
で
は
、
教
化
・
組

織
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
凝
ら
し
て
法
要
に
参
画

し
た
。仏
婦
連
盟
と
寺
婦
連

盟
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
、

門
徒
推
進
員
に
よ
る
会
場

案
内
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

少
年
連
盟
に
よ
る
宗
派
の

グ
ッ
ズ
紹
介
と
お
菓
子
の
つ

か
み
取
り
、
保
育
連
盟
に
よ

る
会
場
の
お
飾
り
、
ビ
ハ
ー

ラ
兵
庫
の
パ
ネ
ル
展
や
矯
正

教
化
連
盟
兵
庫
教
区
支
部

の
パ
ネ
ル
展
と
キ
ャ
ピ
ッ
ク

展
、
青
年
僧
侶
の
会
で
は
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

へ
の
支
援
活
動
、
蓮
華
会
主

催
に
よ
る
ス
イ
ー
ツ
・
産
地

直
送
野
菜
販
売
な
ど
、
ど
の

会
場
も
賑
々
し
く
法
要
を

盛
り
上
げ
た
。

教
区
内
の
僧
侶
・
門
信
徒

が
一
丸
と
な
り
、
50
年
に
一

度
の
大
法
要
が
円
成
し
た
。

慶
讃
法
要
が
円
成

50
年
に
一
度
の
ご
勝
縁
に
２
５
０
０
人
が
参
拝

こ
う
ご
う
た
し
ょ
う

ご
ほ
ん
で
ん し

ゅ
つ
り

つ
む

ご
う
え
ん



４
日
間
の
法
要
の
記
録

コーラスが法要を彩るホールでのお勤め縁起（中央は蓮華会会員）

献華楽人と参拝者御満座の法要

満堂の本堂（3階）大型スクリーンへの中継（1階）布教（野瀬妙恵さん）法要委員長挨拶（吉田信哉さん）
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少年連盟（お菓子つかみ取り・グッズ紹介） 賑わいを見せる会場青年僧侶の会（能登地震支援活動）

ビハーラ兵庫（活動紹介）矯正教化連盟（キャピック出店）

蓮華会企業の出店連日門徒推進員がお出迎え

藤井涼さん（16日～18日司会）

田淵麻里奈さん（19日司会）

上野誠さん（5月17日）

月亭方正さん（5月19日）

東儀秀樹さん×釈徹宗さん（5月16日）

三輪記子さん×釈徹宗さん（5月18日）

記
念
講
演

協
賛
行
事

参拝のしおりと
記念品
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真宗とゆかりある比叡山のお堂
親鸞聖人はかつて20年間、比叡山で修学されていました。その比叡山には数多くのお堂がありますが、本連載では、特に浄土
真宗とゆかりがあるお堂をご紹介させていただきます。関わりを知ると、また違った視点からお参りできるかもしれませんよ。
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４
月
11
日
、
通
算
第
１
８

２
回
臨
時
教
区
会
が
開
催

さ
れ
、
任
期
満
了
に
と
も
な

う
教
区
会
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

議
長
に
は
、
谷
川
正
秀
さ

ん
（
阪
神
西
組
万
徳
寺
住

職
・
再
任
）、
副
議
長
に
は
、

高
田
哲
蔵
さ
ん
（
揖
龍
西
組

德
行
寺
門
徒
・
再
任
）
が
選

出
さ
れ
た
。

４
月
18
日
に
は
、
組
長
会

が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

と
も
な
う
、
組
長
会
長
・
副

組
長
会
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
た
。

組
長
会
長
に
は
、
吉
田
信

哉
さ
ん
（
岡
山
南
組
法
親

寺
・
再
任
）、
副
組
長
会
長

に
は
、
宮
里
俊
哲
さ
ん
（
神

明
組
光
源
寺
住
職
・
新
任
）

が
選
出
さ
れ
た
。

吉田信哉さん

宮里俊哲さん

谷川正秀さん

高田哲蔵さん

教
区
新
体
制
へ

教
区
会
議
長
・
組
長
会
長 

選
出

当
新
報
に
掲
載
の
、四
夷
法
顕
先
生
の
連
載
が
本
に
な
り

ま
し
た
。『
教
行
信
証
』ご
撰
述
か
ら
８
0
0
年
を
迎
え
、あ
ら

た
め
て
立
教
開
宗
の
意
義
と
、宗
名
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を

う
か
が
い
ま
す
。お
求
め
は
自
照
社
ま

で（
℡
０
７
７
‐
５
０
７
‐
8
2
0
9
）

タ
イ
ト
ル

価

格

立
教
開
宗
と
浄
土
真
宗

２
２
０
円 （
税
込
）

新
報
の
コ
ラ
ム
が
本
に
な
り
ま
し
た

「
比
叡
山
」
と
は
、
標
高
八
四

八
・
三
メ
ー
ト
ル
の
大
比
叡
ヶ
岳

を
主
峰
に
、
す
ぐ
西
の
四
明
ヶ
岳

と
、
北
に
連
な
る
釈
迦
ヶ
岳
・
水

井
山
・
三
石
岳
と
い
う
五
峰
の
総

称
で
す
。
京
都
と
滋
賀
の
県
境

を
、
南
北
お
よ
そ
二
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
山

容
は
霊
峰
富
士
に
似
て
美
し
い
こ

と
か
ら
、「
都
富
士
」
の
名
で
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。『
古
事
記
』

に
は
「
日
枝
の
山
（
比
叡
山
）」

と
す
で
に
そ
の
名
が
見
え
、
古
来

よ
り
神
々
が
鎮
座
す
る
霊
峰
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
親
鸞

聖
人
の
得
度
の
師
匠
で
、
歌
人
と

し
て
有
名
な
慈
円
和
尚
は
、

世
の
中
に  

山
て
ふ
山
は

多
か
れ
ど  

山
と
は
比
叡

の
御
山
を
ぞ
い
ふ

と
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
「
山
」
と
は
ま
さ
に
比

叡
山
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
比
叡
の
山
中
に
、
伝
教
大

師
最
澄
（
七
六
六
〜
八
二
二
）
に

よ
っ
て
開
宗
さ
れ
た
日
本
天
台
宗

の
総
本
山
・
延
暦
寺
は
あ
り
ま

す
。
延
暦
寺
の
歴
史
は
、
延
暦
四

年
（
七
八
五
）
に
十
九
歳
の
最
澄

が
仏
道
を
志
し
て
比
叡
山
に
登

り
、
小
さ
な
草
庵
を
結
ん
だ
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
延
暦
寺
の
名
称
に
つ
い

て
は
「
延
暦
寺
」
と
い
う
特
定
の

建
物
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
広

大
な
比
叡
山
の
境
内
に
点
在
す

る
、
百
以
上
の
堂
宇
の
総
称
を
意

味
し
ま
す
。
堂
塔
は
東
塔
・
西
塔
・

横
川
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
寺
院
が
集
ま
っ
て
い
る
谷

（
集
落
）
が
合
計
十
六
あ
る
こ
と

か
ら
、
三
塔
十
六
谷
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

比
叡
山
、
す
な
わ
ち
日
本
天
台

の
教
え
は
、
最
澄
が
唐
へ
渡
っ
て

相
承
さ
れ
た
円
・
密
・
禅
・
戒
か

ら
な
る
四
宗
融
合
を
特
色
と
し
ま

す
。「
円
」
と
い
う
の
は
、『
法
華

経
』
を
中
心
と
し
た
円
教
（
完
全

な
教
え
）
の
意
味
で
、
天
台
教
学

の
枢
要
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
。「
密
」
は
密
教
、「
禅
」

は
禅
定
、「
戒
」
は
大
乗
菩
薩
戒

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
四
宗
を
『
法

華
経
』
の
教
え
の
も
と
で
融
合
さ

せ
た
の
が
、
最
澄
が
説
い
た
日
本

天
台
の
教
え
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
は
平
安
中
期
に
な
る

と
、
慈
恵
大
師
良
源
や
源
信
和
尚

な
ど
の
登
場
に
よ
っ
て
浄
土
教
が

比
叡
山
で
隆
盛
し
、
い
わ
ゆ
る
叡

山
浄
土
教
が
日
本
天
台
の
法
門
に

加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
比
叡
山
の
教
え
は
、

最
澄
に
よ
っ
て
四
宗
融
合
の
総

合
仏
教
と
し
て
の
基
礎
が
固
め

ら
れ
、
さ
ら
に
慈
覚
大
師
円
仁
や

智
証
大
師
円
珍
と
い
っ
た
最
澄
の

弟
子
た
ち
や
、
そ
れ
に
続
く
あ
ま

た
の
高
僧
が
こ
の
枠
組
み
を
用
い

て
教
え
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
法
然
聖
人
・
親
鸞
聖

人
・
栄
西
禅
師
・
道
元
禅
師
・
日

蓮
上
人
・
一
遍
上
人
な
ど
の
祖
師

た
ち
が
比
叡
山
で
そ
れ
ぞ
れ
の
教

え
を
学
び
と
っ
て
山
を
降
り
、
鎌

倉
仏
教
を
形
成
し
て
い
く
の
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
比
叡
山
は
各
宗

の
祖
師
を
輩
出
し
、
思
想
や
文
化

の
中
核
を
担
っ
て
き
た
こ
と
か
ら

「
日
本
仏
教
の
母
山
」
と
称
さ
れ

て
お
り
、
今
日
ま
で
一
二
〇
〇
年

以
上
も
の
間
、
日
本
仏
教
の
中
心

地
と
し
て
人
々
の
尊
崇
を
集
め
て

き
ま
し
た
。

お
お
び
え
い
が
た
け

し
め
い
が
た
け

つ
ら

い
や
ま

み
や
ま

よ
か
わ

み
つ
い
し
だ
け

と
う
ど
う

こ
ん
に
ち

さ
ん
と
う
じ
ゅ
う
ろ
く
だ
に

さ
い
と
う

ひ

え

み
ず

し
ゃ
か
が
た
け

比
叡
山
と
は

相
愛
大
学 

非
常
勤
講
師

阪
神
西
組 

信
行
寺
住
職

四
夷 

法
顕

し

い

ほ
う
け
ん
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(2024年4月1日～2025年3月31日)

［ 歳 入 ］

［ 歳 出 ］

款 項 費 目 2024年度予算額 2023年度予算額 対比△減

款 項 費 目

歳 出 合 計

歳 入 合 計

2024年度予算額 2023年度予算額 対比△減

賦 課 金

本年度賦課金

過年度賦課金

宗 派 交 付 金

各 種 助 成 金

地 方 事 務 費

願 記 手 数 料

会 費 収 入

回 金

雑 収 入

繰 越 金

68,908,000

68,907,000

1,000

23,450,000

14,850,000

8,600,000

3,700,000

3,260,000

10,420,000

2,522,000

11,400,000

123,660,000

1

2

1

2

1

2

3

4

5

6

7

69,423,000

69,422,000

1,000

22,450,000

13,850,000

8,600,000

3,700,000

1,700,000

6,030,000

2,517,000

15,000,000

120,820,000

△ 515,000

△ 515,000

0

1,000,000

1,000,000

0

0

1,560,000

4,390,000

5,000

△ 3,600,000

2,840,000

教 化 事 業 費

実 践 運 動 費

組教化助成費

会 議 費

宗 会 選 挙 費

教 務 所 費

職 員 費

事 務 所 費

災 害 対 策 費

回 金

予 備 費

38,030,000

34,500,000

3,530,000

4,070,000

300,000

71,360,000

64,210,000

6,900,000

250,000

8,937,100

962,900

123,660,000

1

2

1

2

3

1

2

3

4

5

6

40,530,000

37,000,000

3,530,000

4,070,000

30,000

67,910,000

61,010,000

6,700,000

200,000

6,052,100

2,227,900

120,820,000

△ 2,500,000

△ 2,500,000

0

0

270,000

3,450,000

3,200,000

200,000

50,000

2,885,000

△ 1,265,000

2,840,000

202４年度 兵庫教区一般会計歳計予算
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特
別
公
演 

『
花
こ
ぶ
し
』
親
鸞
聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま

兵
庫
教
区
教
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
）

※

振
込
順
に
て
、
前
列
か
ら
指
定
し
た
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
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中嶽 真教
なかだけ まさのり

４
月
１
日
付
で
中
嶽
真

教
さ
ん（
大
阪
教
区
交
野
組

善
應
寺
）が
、宗
派
勧
学
寮

よ
り
事
務
職
員
と
し
て
入

所
い
た
し
ま
し
た
。

３
月
31
日
付
で
、田
所
雅

士
さ
ん（
事
務
職
員
）が
、大

分
教
区
教
務
所
へ
異
動
い

た
し
ま
し
た
。

５
月
31
日
付
で
、長
尾
真

さ
ん（
副
輪
番
・
事
務
職
員
）

が
、退
職
い
た
し
ま
し
た
。

申込方法

異

動

退

職

　

年
３
回
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

『
法
』
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
の
お
ぼ

ん
号
は
、
藤
井
大
顕
さ
ん
（
氷

上
東
組
明
光
寺
）
に
ご
執
筆
い

た
だ
き
ま
し
た
。一
部
30
円
（
送

料
実
費
）
で
頒
布
し
て
お
り
ま

す
。ご
注
文
は
教
務
所
ま
で
。

【
教
務
所 
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